
ARM チャレンジャー 応用編　TEXASINSTRUMENTS版
キットで学ぶ　シリーズ！

学習を始める前に

必要なパソコン環境

■ OS		  ：Windows 7 (SP1以降 ), Windows 8.x, Windows 10
■ Webブラウザ	 ：Internet Explorer 9 以降、Firefox 3.6 以降、Chrome 3.0 以降
■ メモリ		 ：2GB以上（6GB 以上奨励）
■ ハードディスク	：2GB以上の空き容量
■ モニタ		 ：1024 × 768 以上
■ ドライブ	 ：CD-ROM
■ ポート		 ：USB
■ ネットワーク	 ：LANに接続され , インターネットにつながること

キットに同封されるパーツリスト

キットには、下記のパーツが同封されています。

部品名 内容物 数量

EK-TM4C1294XL評価キット
EK-TM4C1294XL マイコンボード 1
USBケーブル 1
Eathernet ケーブル（LANケーブル） 1

ベースボード 1
microSD カードモジュール 1
GLCD モジュール 1
エレモ ADM-202　ドットマトリクス LED 1
エレモ ADM-301　温度センサ 1
サーボモータ　矢印ホーン付 1
基板スペーサ　M3- 長さ 11mm 18
ネジ	 　　　M3 18
ナット	　　　M3 12
microSDカード 1

準備していただくもの

■ パソコン （下記のスペックを満たすこと）
■ カードリーダー	：microSDカードを読み書きできるもの
■ プラスドライバー

キットの組み立てにはプラスドライバが必要です。
ラジオペンチは必須ではありませんが、ナットを固定する時にあると良いでしょう。
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1. 下図を参考に、ベースボードの 4 スミおよび縦辺中間点に、25mm スペーサをネジで取り付け、 　   
　 ベースボード右下にはサーボモータを取り付けてください。

組み立て

ナット

ネジ

11mmスペーサ

上面図 側面図

サーボモータケーブル取り回し

サーボモータのケーブルは、右写真のよう
にケーブル端子が表側にくるように基板と
サーボの隙間から引き出してください。

余ったケーブルはサーボに巻き付け、ゴム
バンドなどで留めておきましょう。
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3. マイコンボード、microSD カードモジュール、GLCD モジュール、エレモ ドットマトリクス LED、
エレモ 温度センサを下図を参考にベースボードに取り付けてください。その際、コネクタピンが曲が
らないように注意してください。

2. 下図を参考に、エレモの4スミに11mmスペーサをネジで取り付けてください。

エレモ　ドットマトリクス LED エレモ　温度センサ

マイコンボード

microSDカードモジュール

GLCDモジュール

エレモ ドットマトリクス LED

エレモ 温度センサ

注意：上下を間違えないように

CN2

CN1
120

CN2

CN1
120

5


	ARMチャレンジャー応用編
	もくじ
	学習を始める前に
	準備していただくもの
	必要なパソコン環境
	キットに同封されるパーツリスト
	組み立て

	STEP 01 ARMとは
	ARMとは
	TM4C12xマイコンとは
	マイコンボード レイアウト
	マイコンボード ピンアサイン（実体配置順）
	マイコンボード ピン機能（抜粋）
	マイコンボード 回路図

	STEP 02 開発環境の構築
	CCSとは
	TivaWareとは
	TI-RTOSとは

	STEP 03 プロジェクトの作成手順
	1. CCSの起動
	2. プロジェクトの作成
	3. プロジェクトの構成
	4. プロジェクトのコピー 
	5. ドキュメント類
	6. サンプルプログラム

	STEP 04 プロジェクトの実行手順
	1. OSの設定
	2. ソースの記述
	3. コンパイラ、リンカ等の設定
	4. ビルド
	5.  デバッグ

	STEP 05 リアルタイムOSについて
	1. 組み込みシステムにおけるOSの必要性
	2. OSを使うメリット
	3. OSを使うデメリット
	4. リアルタイムOS（RTOS）とは
	5. RTOSのスケジューリング方法
	リアルタイムOSと汎用OS
	6. RTOSの実装方法
	7. プログラムの設計手順
	8. タスクの状態

	STEP 06 LEDの点滅
	課題 06
	配線 06
	ソースコード empty.c 03
	フローチャート 03
	インクルードファイル 03
	型・構造体 03
	ライブラリ関数 03
	フローチャート 06
	インクルードファイル 06
	定数 06
	ユーザー定義マクロ 06
	コーディング main.c 06
	コードの整形 【CCS】

	STEP 07 グラフィックLCDの使用
	課題 07
	配線 07
	フローチャート 07
	プロジェクトのコピー
	GLCDライブラリの追加
	インクルードファイル 07
	ライブラリ関数 07
	GLCDの使用方法および注意事項
	新しいタスクの作成手順 【CCS】
	コーディング main.c 07
	Shift_JISの「ダメ文字」回避

	STEP 08 Webサーバの構築
	課題 08-1
	Network Developer's Kit （NDK） 【TI-RTOS】
	フローチャート 08-1
	初期設定 08-1
	1. cfgファイルの設定
	2. フック関数の作成
	3. イーサネットとMACアドレスの初期設定
	4. ネットワーク接続の確認

	pingによるネットワーク接続の確認方法【Windows】
	インクルードファイル 08-1
	型 08-1
	ライブラリ関数 08-1
	コーディング main.c 08-1
	課題 08-2
	ソケットプログラミング
	HTTP通信
	フローチャート 08-2
	初期設定 08-2
	ライブラリ関数 08-2
	コーディング main.c 08-2
	ソケットプログラミングによるWebサーバの構築
	ブラウザからのARMマイコンへのアクセス方法
	フローチャート 08s
	初期設定 08s
	1. cfgファイルの設定
	2.インクルードサーチパスの追加

	インクルードファイル 08s
	マクロ 08s
	型・構造体 08s
	ライブラリ関数 08s
	コーディング socket.c 08s
	コーディング main.c 08s

	STEP 09 microSDカードの使用
	課題 09-1
	配線 09-1
	フローチャート 09-1
	初期設定 09-1
	インクルードファイル 09-1
	型 09-1
	ライブラリ関数 09-1
	コーディング main.c 09-1
	課題 09-2
	フローチャート 09-2
	コーディング main.c 09-2

	STEP 10 ブラウザからのLED制御
	課題 10-1
	配線 10-1
	ボードの設定
	コーディング EK_TM4C1294XL.c 10-1
	コーディング EK_TM4C1294XL.h 10-1
	コーディング Board.h 10-1
	フローチャート 10-1
	コーディング main.c 10-1
	課題 10-2
	CGIによるブラウザからのLED制御
	JavaScriptを使用したhtmlを作成する場合
	フローチャート 10-2
	型 10-2
	定数・マクロ 10-2
	ライブラリ関数10-2
	コーディング main.c 10-2
	コーディング index.htm 10-2
	課題 10-3
	POSTメソッドでのLED制御の方法
	コーディング index.htm 10-3
	フローチャート 10-3
	ライブラリ関数10-3
	コーディング main.c 10-3
	補足10-A ファイル名を制限しないCGI
	コーディング main.c 10-A

	STEP 11 マイコンからブラウザへのメッセージ送信
	課題 11-1
	課題実現フロー
	配線 11-1
	スイッチ入力でブラウザにメッセージを表示させる方法
	プレーンテキスト用のHTTPレスポンス
	コーディング index.htm 11-1
	フローチャート 11-1
	ライブラリ関数11-1
	コーディング main.c 11-1
	課題 11-2
	複数の情報を含むデータの解析
	スタイルの動的な変更
	フローチャート 11-2
	コーディング index.htm 11-2
	コーディング main.c 11-2

	STEP 12 ブラウザによるサーボモータ制御
	課題 12
	配線 12
	PWMによるサーボモータの制御
	PWMの設定
	コーディング Board.h 12
	コーディング EK_TM4C1294.h 12
	コーディング EK_TM4C1294.c 12
	コーディング index.htm 12
	フローチャート 12
	インクルードファイル 12
	型・構造体 12
	ライブラリ関数12
	コーディング main.c 12

	STEP 13 温度のブラウザへの表示
	課題 13-1
	配線 13-1
	ブラウザに現在の気温を表示する方法
	温度センサについて
	ADCについての注意事項
	コーディング index.htm 13-1
	フローチャート 13-1
	ライブラリ関数13-1
	コーディング ADC.h 13-1
	コーディング ADC.c 13-1
	コーディング main.c 13-1
	課題 13-2
	コーディング index.htm 13-2

	STEP 14 計測温度データのmicroSDへの保存
	課題 14-1
	SNTPモジュールの使用
	SNTPとは
	SNTPモジュールのライブラリ関数
	ホスト名からのIPアドレスの取得
	WindowsパソコンをNTPサーバに設定する
	SNTPメッセージ
	フローチャート 14-1
	型・構造体 14-1
	ライブラリ関数14-1
	コーディング SNTP.c 14-1
	コーディング main.c 14-1
	課題 14-2
	フローチャート 14-2
	ライブラリ関数 14-2
	コーディング main.c 14-2
	課題 14-3
	SDカードへの書き込み時の注意
	フローチャート 14-3
	ライブラリ関数 14-3
	コーディング main.c 14-3
	ARMサーバをLAN外部からアクセスできるようにする

	エレモ　LEDドットマトリクス
	サーボモータ
	エレモ　温度センサ

	表紙PDF化用
	空白ページ



